
JP 2000-61600 A5 2005.11.4

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ２ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 17年 11月 4日 (2005.11.4)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2000-61600(P2000-61600A)
【 公 開 日 】 平 成 12年 2月 29日 (2000.2.29)
【 出 願 番 号 】 特 願 平 10-280421
【 国 際 特 許 分 類 第 ７ 版 】
   Ｂ ２ ２ Ｄ   11/12   
   Ｃ ２ １ Ｃ    7/00   
// Ｃ ２ ２ Ｃ   38/00   
   Ｃ ２ ２ Ｃ   38/38   
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｂ ２ ２ Ｄ   11/12          Ａ
   Ｂ ２ ２ Ｄ   11/12          Ｃ
   Ｃ ２ １ Ｃ    7/00          Ｈ
   Ｃ ２ ２ Ｃ   38/00    ３ ０ １ Ｚ
   Ｃ ２ ２ Ｃ   38/38          
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 8月 17日 (2005.8.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
熱 間 塑 性 の 指 標 と し て 圧 延 後 の 介 在 物 の 変 形 比 ｐ （ ＝ 長 さ ／ 幅 ） を 用 い た 。 介 在 物 が 全 く
変 形 し な い 場 合 、 ＝ １ と な る 。 介 在 物 が 鋼 素 地 と 全 く 同 一 に 延 伸 さ れ る 場 合 、 変 形 比 ｐ
は 棒 、 線 圧 延 に お け る 鍛 錬 比 ｎ （ ＝ 加 工 前 断 面 積 ／ 加 工 後 断 面 積 ） と の 間 に （ １ ） 式 の 関
係 が 成 り 立 つ 。

＝ ｎ × √ ｎ ・ ・ ・ ・ ・ （ １ ）
介 在 物 は 通 常 、 鋼 ほ ど 延 伸 さ れ な い の で 変 形 比 ｐ は １ と 上 記 式 か ら の 計 算 値 の 中 間 に 分 布
す る 。
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